
ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）

肺炎球菌ワクチン
　どちらも乳幼児期の髄膜炎を予防します。生後６か月から髄膜炎がふえますからそれまでに３回接種を。

Ｂ型肝炎ワクチン
　将来Ｂ型肝炎ウイルスによって肝炎、肝硬変、肝がんになることを防止します。

ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ４種混合ワクチン
　０歳で百日咳にかかると危険です。生後３か月からできます。

インフルエンザ
　生後６か月から接種が可能です。重症化の予防になると考えられています。

日本脳炎
　３歳から始めるのが標準ですが、０歳児が日本脳炎にかかる例があり、豚の多い地域では６か月からの接種がよいでしょう。

BCG
　結核の予防接種です。日本は他の先進国にくらべて結核の発生が多い国ですし、結核の髄膜炎は薬でなおすこと
がまだできません。

ロタウイルスワクチン
　ロタウイルス胃腸炎の重症化を防ぐワクチンです。ごくまれに腸重積症の副作用がありますが生後２か月から始め
ると比較的安全です。生後６週で単独でやると他のワクチンのスケジュールがおくれますので生後２か月からの同時
接種が原則です。
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赤ちゃんのかかりつけ医に
予防接種スケジュールを作ってもらいましょう。

１歳のお誕生日までに受ける予防接種
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ワクチンデビューは
2か月からです。
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☆接種間隔が４週とは、４週間後の同じ曜日に接種できるということです。
☆（ロタ）注　５価ロタワクチン３回目。
☆これはひとつのモデルです。実際のスケジュールや順番はかかりつけ医と相談して決めてください。
☆ロタウイルスワクチン、インフルエンザワクチンは有料です。一部の市町村で補助制度があります。

予防接種スケジュールモデル
１回目生後２か月から

ヒブ　肺炎球菌

ロタ　Ｂ型肝炎★

２回目生後３か月から

ヒブ　肺炎球菌

ロタ　Ｂ型肝炎

４種混合

３回目

ヒブ　肺炎球菌

（ロタ）注　４種混合

４回目生後５か月から

５回目以降
生後６か月から

４種混合
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○B型肝炎
　★の接種日から20週間後
○インフルエンザ２回（秋）
○日本脳炎第１期２回
　（希望者）
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